
全国から集まった剣士が流派ごとに居合の演武を披露
〈居合神社〉

そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市

給付型の村山市夢応援奨学金を創設
バラまつり2016、国民健康保険税率改正、糖尿病予防、山形盆地断層帯、出前講座　ほか
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特
集
　
夢
応
援
奨
学
金
を
創
設

援奨学金を創設します
村
山
市
は
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
経
済
的

理
由
で
高
校
や
大
学
へ
の
進
学
を
諦
め
る
こ
と
な
く
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
平
成
29
年
度
か
ら
給
付
型
奨
学
金
を
開
始
し
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
で
進
学
が
難
し
い
学
生

の
た
め
に
あ
る
の
が
奨
学
金
制
度
で
す
。

国
や
自
治
体
、
ま
た
、
各
学
校
に
よ
っ
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
が
返
済
を
必
要
と
す
る
貸

与
型
の
奨
学
金
で
す
。
文
部
科
学
省
が
所

管
す
る
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
も

貸
与
型
で
す
。
一
つ
の
奨
学
金
で
修
学
費

用
の
す
べ
て
を
賄
う
こ
と
は
困
難
で
、
進

学
を
諦
め
て
し
ま
う
方
も
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
学
ぶ
意
欲
と
能
力
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
勉
学
に
励
み
、
将

来
の
村
山
市
を
支
え
る
人
材
と
な
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
返
済
が
不
要
な
給
付
型
の

「
夢
応
援
奨
学
金
」
創
設
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
財
源
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
市
民
な
ど

か
ら
の
寄
付
、
北
郡
信
用
組
合
の
協
力
に

よ
り
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
奨
学
金
は
高
校
生
と
大
学
生
を
対
象
に

し
た
2
種
類
で
す
。
平
成
29
年
度
に
修
学

予
定
で
、
対
象
者
に
該
当
す
る
方
は
学
校

教
育
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

高
校
生
夢
応
援
奨
学
金
事
業

　
高
校
等
の
授
業
料
は
、
ほ
と
ん
ど
を

国
・
県
が
負
担
し
て
い
る
の
で
、
進
学
時

に
必
要
な
経
費
に
対
し
支
援
し
ま
す
。

＜参考＞一般的な公立高校の例

修学に必要な経費

授業料   
      118,800円／年
学校集金
　約120,000円／年
部活動費　　α円／年
計  238,800円＋α円／年

国・県からの補助等
（所得に応じた条件あり）

修学支援金
 　  118,800円／年
奨学給付金
        59,500円／年
計　178,300円／年

大
学
生
夢
応
援
奨
学
金
事
業

　
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
だ
け
で

は
学
費
と
生
活
費
の
す
べ
て
を
賄
え
な
い

た
め
、
国
公
立
大
学
の
一
般
的
な
授
業
料

相
当
額
を
支
援
し
ま
す
。

＜参考＞大学授業料と日本学生支援機構奨学金の例

大学授業料

国公立大学  535,800円／年
（その他経費：70,000円程度)
私立大学(平均)  864,384円／年
（その他経費：
　200,000円～500,000円）

日本学生支援機構奨学金（貸与）

国公立大学  
　自宅　  540,000円／年
　自宅外  612,000円／年
私立大学　 
　自宅　  648,000円／年
　自宅外  768,000円／年

高
校

大
学

奨学金に対する市民のみなさんからの
応援寄付金も募集しています。

募集
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特集　夢応援奨学金を創設

特
集
　
夢
応
援
奨
学
金
を
創
設

子どもたちが安心して勉強できる環境を

給付型の村山市夢応援奨
大学生 夢応援奨学金
■対象者
　大学（4年制または6年制）に進学した学生で、次
のすべてに該当する方
(1)進学した学生と保護者が、申請する年の4月1日の
2年以前から村山市に住民登録し、居住している。

(2)勤勉である。
(3)生活保護世帯もしくは過去3年間のうち2年以上に
おいて市民税非課税世帯である。

(4)日本学生支援機構の第一種奨学金の奨学生である。
■給付額
　年額600,000円を正規の修業期間（4年または
6年）給付します。
■手続き　　申請締切：11月30日(水)
　申請書に必要書類を添付して学校教育課へお申し
込みください。申請書は学校教育課で配布しています。
■審査
　12月に作文・面接を行い、12月25日ごろに決定
者へ内定通知を送付します。
■給付　平成29年7月末日までに振り込みます。

高校生 夢応援奨学金
■対象者
　高校等（高等専門学校含む）に進学した生徒の保
護者で、次のすべてに該当する方
(1)進学した生徒と保護者が、申請する年の4月1日
の1年以前から村山市に住民登録し、居住してい
る。

(2)生徒が勤勉である。
(3)生活保護世帯もしくは過去3年間のうち2年以上に
おいて市民税非課税世帯である。

■給付額
　100,000円を高校等に進学した年に給付し
ます。
■手続き　　申請締切：平成29年4月末日
　申請書に必要書類を添付して学校教育課へお申し込
みください。申請書は学校教育課で配布しています。
■審査
　申請された書類を平成29年5月に審査し、5月末日
ごろに決定者へ決定通知書を送付します。
■給付　平成29年7月末日までに振り込みます。

市
が
実
施
し
て
い
る

そ
の
ほ
か
の
学
習
等
支
援
事
業

■
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
ー
ル  

て
ん
と
う
む
し

　
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の
小
中
学
生
を
対

象
に
行
う
学
習
会
で
す
。
学
習
支
援
員
を

配
置
し
、
主
に
土
曜
・
日
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
養
育
と
仕
事
で
忙
し
い
保
護

者
を
支
援
し
、
自
分
で
学
習
で
き
る
児
童

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
む
ら
や
ま
未
来
塾

　
中
学
１
、
２
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
実
施
す
る

学
習
塾
で
す
。
部
活
動
が
休
み
と
な
る
月

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
あ
っ

た
学
習
法
や
家
庭
学
習
の
や
り
方
な
ど
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
学
習
意
欲
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
今
年
度
か
ら
開
始
し
、
い
き
い
き
元
気

館
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い

小
中
学
生
を
対
象
に
、
心
の
安
定
、
勉
強

や
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
の
相
談
に
応
じ

る
施
設
で
す
。

■
問
合
せ
／
学
校
教
育
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
323

無
料
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6
月
1
日
か
ら
開
催
し
て
い
る
東
沢

バ
ラ
公
園
「
バ
ラ
ま
つ
り
２
０
１
６
」

は
、
連
日
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢

の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
　

　
今
年
は
冬
か
ら
春
に
か
け
て
暖
か
い

日
が
多
か
っ
た
た
め
、
例
年
よ
り
1
週

間
か
ら
10
日
程
度
早
く
バ
ラ
が
開
花
。

6
月
1
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
見
ご
ろ
を
迎
え
た
中

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
志
布
市
長
が

「
バ
ラ
の
花
言
葉
で
あ
る
「
愛
」
を
バ

ラ
公
園
を
訪
れ
る
方
々
に
お
届
け
で
き

る
よ
う
、
み
な
さ
ん
で
暖
か
く
お
迎
え

し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
開
幕
を
お
祝
い
し
た
後
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
し
ろ
は
と
保

育
園
年
長
児
15
人
に
よ
る
歌
と
踊
り
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

特
集
　
バ
ラ
ま
つ
り
２
０
１
６

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
観
光
交
流
係 

☎
内
線
154

東
沢
バ
ラ
公
園  

バ
ラ
ま
つ
り
２
０
１
６

ま
つ
り
開
幕
と
同
時
に
た
く
さ
ん
の
バ
ラ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た

市
民
の
力
で
魅
力
あ
る

バ
ラ
ま
つ
り
に

　
週
末
ご
と
に
開
催
し
た
市
民
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
発
表
会
や
バ
ラ

に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
、
ま
つ
り
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
東
沢
」

で
は
、
参
加
し
た
市
民
み
ん
な
で
ゴ
ミ

や
花
び
ら
拾
い
を
行
い
、
美
し
い
公
園

で
お
客
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

オ
ー

市バ
ラ
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特集　バラまつり2016

特
集
　
バ
ラ
ま
つ
り
２
０
１
６

(上)幸せの鐘ローズベルを鳴らし、来園者からの祝福を
うけた「ローズフォトウェディング」

(下)かわいい衣装で写真撮影「なりきりお姫様」

①②③

④⑤⑥

【写真紹介】
①キッズダンス（徳内ふれあいスポーツクラブ
ダンスサークル　Cheer up! N's）②フラダン
ス（カフラオハワイ）③大正琴演奏（市大正琴
連盟）④フラダンス（ホアピリ フラサークル）
⑤ジャズ演奏（ジャズオーケストラ セレクション）
⑥民踊（県民踊協会）⑦クリーンアップ東沢
⑧バラの吊るし飾り（ばら・傘福クラブ）

⑦⑧
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特
集　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
正

0
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医療費
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23
年
度

23
年
度

24
年
度

24
年
度

25
年
度

25
年
度

26
年
度

26
年
度

27
年
度（
見
込
）

27
年
度（
見
込
）

1,7571,757

△5,529△5,529

△8,093△8,093

△5,942△5,942

△2,172△2,172

△3,784△3,784

△6,800△6,800

問
合
せ　

保
険
証
や
給
付
に
関
す
る
こ
と
／

保
健
課
国
保
医
療
係  

☎
内
線
133

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ
と
／

税
務
課
住
民
税
係　

☎
内
線
122

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
正

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
正

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
の
国
民
健
康
保
険
は
平
成
22
年
度
以
降
、
赤

字
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
も
約

６
、
８
０
０
万
円
の
単
年
度
収
支
赤
字
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
税
率
改
正
を
お
こ
な
い
、
基
金

を
取
り
崩
し
な
が
ら
財
政
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
々
、
1
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
増
え
、

基
金
残
高
も
わ
ず
か
と
な
り
、
今
後
、
財
源
不
足

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
税
率
改
正
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

　

改
正
に
あ
た
り
、
保
険
税
の
引
き
上
げ
幅
を
で

き
る
限
り
抑
え
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
を
す
る
な
ど
財
源

を
補
っ
て
い
ま
す
。
改
正
内
容
は
医
療
費
の
増
加

に
伴
う
財
源
確
保
の
た
め
、
医
療
分
を
改
正
し
、

後
期
高
齢
者
支
援
分
と
介
護
分
は
据
え
置
き
と
し

ま
す
。
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
課
税
限
度
額

を
引
き
上
げ
ま
す
。
医
療
分
は
52
万
円
か
ら
54
万

国民健康保険特別会計の単年度収支状況

1人あたりの医療費と
1人あたりの国民健康保険税額の状況国民健康保険給付基金残高（各年度末）

※基金とは事業を運営するための積立金です。

円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
分
は
17
万
円
か
ら
19
万
円

に
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
に
応
じ
て
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

措
置
が
あ
り
、
２
割
軽
減
、
５
割
軽
減
の
基
準
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
対
象
世
帯
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
安
定
運

営
に
つ
な
が
る
よ
う
、
被
保
険
者
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
保
健
事
業
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
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特集　国民健康保険税の税率を改定

特
集
　
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
正

平成28年度　村山市国民健康保険税の税率・税額

保険税は
①＋②＋③＋④の
合計額

保険税の税率・税額

医療分
（改正前）

医療分
（改正後）

後期高齢者
支援分
（改正なし）

介護分
（改正なし）

①所得割 加入者の所得
に応じて計算 8.20％ 9.05％ 2.90％ 1.75％

②資産割 加入者の資産
に応じて計算 12.00％ 12.00％ 2.00％ 0.70％

③均等割
世帯の加入者
数に応じて
計算

20,600
円

28,000
円 8,100円 7,800円

④平等割 1世帯あたり
で計算 23,400円 29,600円 7,800円 7,800円

特集　国民健康保険税の税率を改正

健康な生活のために
　今より、健康づくりを「一歩前
へ」進め、健やかで心豊かな生活を
実現しましょう。

　40歳以上75歳未満の方は特定健康
診査を受けましょう。30代の希望者
の方も受けることができます。

　日ごろから安心して相談ができる、か
かりつけのお医者さんを持ちましょう。

栄養・運動・休養の３つのバランス
に気を付け、日々の生活を見直して
みましょう

こんなときは早めに手続きを
　国民健康保険に加入するときや、やめるときは市役所で手続きが必要です。手続き
が遅れると、無保険状態になったり、違う保険証で受診したりすることで手続きが複
雑になる場合があります。早めの手続きにご協力ください。

こここんんんんななななととととききききははは早早早早早早早めめめめにににに手手手手手手手続続続続続続続ききききをををを

加入するとき
●手続きに必要なもの
・ほかの市町村から転入してきたとき
　→ほかの市町村からの転出証明書、
　　印鑑、個人番号
・職場の健康保険などをやめたとき
　→職場の健康保険をやめた証明書、
　　印鑑、個人番号

●届出が遅れると
・保険証がないため、医療費は全額
　負担になります。
・加入資格を得たときまでさかのぼっ
　て保険税を納めることになります。

やめるとき
●手続きに必要なもの
・ほかの市町村に転出するとき
　→保険証、印鑑、個人番号
・職場の健康保険などに加入したとき
　→職場の健康保険の保険証、印鑑、
　　個人番号
・死亡したとき→保険証、印鑑
・後期高齢者医療制度に移行したとき
　→手続きは不要です

●届出が遅れると
　国民健康保険税と職場の健康保険
などの保険料を二重に支払うことに
なります。

交通事故にあったとき
　交通事故など第三者から傷病を受
けた場合に国民健康保険を使って受
診するには、届出が必要です。
　必ず市役所に連絡して「第三者行
為による傷病届」を提出してくださ
い。加害者から治療費を受け取った
り、示談を済ませたりすると国民健
康保険が使えなくなります。示談の
前に必ずご相談ください。

国民健康保険税と窓口一部負担金の減免制度
　収入の著しい減少により生活が極めて困難となった場合には、国民健康保険税や医療機関での一部負担金の減
免を受けることができます。
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特
集
　
糖
尿
病
を
よ
く
知
ろ
う

糖尿病をよく知ろう

糖
尿
病
を
よ
く
知
ろ
う

　
糖
尿
病
は
重
症
化
す
る
と
人
工
透
析

が
必
要
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
県
内
の
糖
尿
病
性
腎
症
に
よ
る
年
間

新
規
透
析
導
入
患
者
数
は
平
成
25
年
ま

で
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成
22
年
に

比
べ
25
年
は
35
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　
市
で
は
平
成
25
年
か
ら
人
間
ド
ッ
ク

や
総
合
健
診
に
お
い
て
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

検
査
（
腎
機
能
）
を
新
た
に
追
加
し
て

重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

キ
ロ
グ
ラ
ム
減
り
ま
す
。

・
ご
は
ん
普
通
盛
り
（
１
５
０
グ
ラ

ム
）
で
２
５
２
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

・
ビ
ー
ル
中
び
ん
（
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
）
で
２
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー 

③
適
度
な
運
動
を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う

　
今
よ
り
10
分
多
く
体
を
動
か
す
だ
け

で
健
康
に
効
果
的
で
す
。
日
々
の
運
動

習
慣
に
ポ
イ
ン
ト
が
つ
く
「
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
」
も
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
／
保
健
課
健
康
指
導
係

　
☎
内
線
136

り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
発
生
頻
度

が
高
く
な
っ
た
り
、
糖
尿
病
性
腎
症
、

失
明
な
ど
重
症
な
病
気
を
招
き
ま
す
。

糖
尿
病
の
予
防
法

　
糖
尿
病
の
予
防
に
は
生
活
習
慣
の
改

善
が
大
切
で
す
。
市
で
は
健
康
づ
く
り

計
画
で
あ
る
「
第
2
次
健
康
む
ら
や
ま

21
計
画
」
で
、
予
防
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
。

①
適
正
体
重
を
保
ち
ま
し
ょ
う

　
毎
年
検
診
を
受
け
、
自
分
の
健
康
状

態
を
知
り
ま
し
ょ
う
。
あ
わ
せ
て
記
録

も
し
ま
し
ょ
う
。

②
食
べ
過
ぎ
や
飲
み
過
ぎ
は

　
控
え
ま
し
ょ
う

　
一
度
に
大
量
に
食
べ
る
と
血
糖
値
が

非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。
よ
く
噛
み
、

ゆ
っ
く
り
食
べ
、
腹
八
分
目
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
１
日
２
３
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
を
減
ら
す
と
１
か
月
で
体
重
は
１

糖
尿
病
は
2
種
類

　
糖
尿
病
は
、
生
活
習
慣
が
原
因
で
は

な
い
主
に
小
児
期
か
ら
発
症
す
る
１
型

糖
尿
病
と
、
糖
尿
病
の
大
部
分
を
占
め

る
2
型
糖
尿
病
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
2

型
糖
尿
病
の
発
症
に
は
、
運
動
や
食
事

な
ど
の
生
活
習
慣
が
関
連
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス
も
誘
因

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

知
ら
ぬ
間
に
進
行
す
る
糖
尿
病

　
糖
尿
病
に
よ
く
見
ら
れ
る
症
状
は
、

多
食
・
多
飲
（
の
ど
の
渇
き
）
・
多

尿
・
体
重
減
少
で
す
。
し
か
し
、
初
期

に
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
く
、
気

付
い
た
時
に
は
病
状
が
重
症
化
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
糖
尿
病
で
怖
い
の
は
合
併

症
で
す
。
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
こ

と
で
、
全
身
の
血
管
が
も
ろ
く
な
っ
た

生
活
習
慣
の
改
善
が
大
切
で
す

市
健
康
づ
く
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
　
ぽ
っ
ぴ
ー

　糖尿病性腎症による年間新規
　透析導入患者数の推移　　(人）

山形県 全国

平成22年 　　  94   16,247

　　23年  123 16,803

　　24年 127 16,171

　　25年  127 16,035

　　26年   96 15,809

34年目標    90

糖
尿

知
ら

糖
尿
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山
形
盆
地
断
層
帯
と
は
、
山
形
盆
地

の
西
側
に
あ
る
複
数
の
活
断
層
の
総
称

で
す
。
大
石
田
町
か
ら
、
村
山
市
、
河

北
町
を
通
り
上
山
市
ま
で
、
南
北
に
た

く
さ
ん
の
断
層
が
連
な
り
、
全
体
の
長

さ
は
約
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
ま

す
。
村
山
市
に
も
た
く
さ
ん
の
断
層
が

存
在
し
て
お
り
、
国
土
地
理
院
が
そ
の

位
置
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
断
層
は
、
主
に
専
門
家
が
航
空
写
真

を
見
て
、
地
形
な
ど
に
よ
り
活
断
層
と

判
定
し
て
い
ま
す
。

特集　山形盆地断層帯をご存じですか

有
事
の
際
に
備
え
ま
し
ょ
う

特
集
　
山
形
盆
地
断
層
帯
を
ご
存
じ
で
す
か

市
の
施
設
は
大
丈
夫
で
す
か

　
市
の
施
設
の
う
ち
、
９
施
設
が
活
断

層
の
近
く
に
立
地
し
て
い
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
が
耐
震
化
さ
れ
て
お
り
、
現
行

の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
施
設
は
、
文
部
科
学
省
が
定
め
る
、

よ
り
厳
し
い
基
準
を
満
た
し
て
い
ま

す
。

　
万
が
一
、
指
定
避
難
所
が
利
用
で
き

な
い
場
合
で
も
、
代
替
避
難
所
も
準
備

し
、
二
重
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

個
人
が
で
き
る
対
策
は

　
個
人
が
で
き
る
最
も
重
要
な
対
策

は
、
建
物
の
耐
震
化
で
す
。
熊
本
地
震

に
お
け
る
死
因
の
多
く
は
、
建
物
の
倒

壊
に
よ
る
圧
死
で
す
。
命
を
守
る
た
め

に
も
自
宅
の
耐
震
性
に
つ
い
て
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
昭
和
56
年
以

前
の
古
い
建
築
基
準
に
基
づ
く
建
物

は
、
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
耐
震

診
断
に
よ
る
確
認
が
必
要
で
す
。
市
で

は
耐
震
診
断
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て

お
り
、
自
己
負
担
３
、
０
０
０
円
で
実

施
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

個
人

山
形
盆
地
断
層
帯
を
ご
存
じ
で
す
か

■
問
合
せ
／
総
務
課
危
機
管
理
係
　
☎
内
線
213

活
断
層
は
い
つ
地
震
を

引
き
起
こ
す
の
で
す
か

　
国
が
公
表
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
大

石
田
町
か
ら
寒
河
江
市
に
わ
た
る
活
断

層
の
い
ず
れ
か
が
、
今
後
30
年
以
内
に

地
震
を
引
き
起
こ
す
確
率
は 

０
％
か
ら

８
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に

ど
の
断
層
が
、
い
つ
地
震
を
引
き
起
こ

す
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
最
大

震
度
６
強
程
度
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の

詳しくは国土地理院公表サイトをご覧く
ださい。
http://www.gsi.go.jp/bousaichiri/03_
tohoku2.html

山形盆地断層帯の位置

村山市にある断層のみを
抽出しています。
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出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

出前講座をご利用ください

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
希
望
に
応
じ
て

職
員
が
出
向
き
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
「
村
山
市
ま
ち
づ
く
り
出
前
講

座
」
。
今
年
度
は
人
気
講
座
を
中
心
に

24
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
市
の
政
策
や
事
業
、
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
な
ど
を
知
る
機
会
と
し
て
、
団

体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
ぜ
ひ
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
に
在
住
・
勤
務
・
在
学
す

る
10
人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
（
政

治
・
宗
教
・
営
利
目
的
の
催
し
な
ど
は

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

会
場
　
市
内
に
限
り
ま
す

時
間
　
原
則
、
平
日
の
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
15
分
、
1
講
座
30
分
か
ら
90

分
程
度

※
夜
間
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
希

望
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

講
師
　
市
職
員

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課

　
☎
内
線
273

出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

分野 講　座　名 担当課

  市政・
  まちづくり

  1．NPO法人とまちづくり 政策推進課

  2．村山市の財政のはなし 財政課

  3．甑葉プラザとにぎわいづくり 甑葉プラザ
まちづくり推進室

  安全・安心

  4．地震と防災対策 総務課

  5．みんなの消防訓練
消防本部

  6．役に立つ応急手当～救命の基礎知識～

  教育・
  生涯学習

  7．GOGO!むらやま夢体験プラン
　    特色ある学校づくりって？ 学校教育課
  8．食育と学校給食

  9．生涯学習のススメと市民大学 生涯学習課

10．音読効果で、一生イキイキライフ！ 図書館

  健康・福祉

11．健康のはなし

保健課12．知ってトクする高齢者医療制度

13．心もからだも元気になる食事のはなし

14．介護保険のはなし 福祉課

  市民生活と
  暮らし

15．気をつけよう！悪質商法

市民環境課16．よくわかる！戸籍と住民票の話

17．国民年金の話

18．やさしいマイナンバーの話 総務課

19．ごみの分別と減量化 市民環境課

20．知っておきたい税金の話 税務課

  産業・
  都市基盤

21．農林業の振興 農林課

22．道路整備の現状 建設課

23．水道の豆知識～総延長23万9千ｍ～ 水道課

  その他 24．個別対応講座 全課等
※メニューにない講座は、ご相談ください。
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙 投票時間は午前7時から午後８時

（五十沢地区は午後6時まで）

■投票は市内23の投票所で行い
　ます。
■投票は2回あります。
・山形県選出議員選挙（薄い黄色
　の投票用紙）→候補者名を記入
・比例代表選出議員選挙（白色の
　投票用紙）→候補者名または政
　党等名を記入
■開票は午後9時から村山武道館
　(市役所南側)で行います。

市ホームページから
開票速報をご覧ください
　県選出議員選挙の開票速報は市
ホームページで確認することがで
きます。午後10時から30分ごと
に最新の得票数を掲載します。
■パソコン・スマートフォンから
http://www.city.murayama.
lg.jp/senkyo
■携帯電話から
http://www.city.murayama.
lg.jp/m/senkyo

投票日に用事がある方は
期日前投票ができます
　投票日当日、仕事や旅行などや
むを得ない事情で投票できない場
合は、事前に期日前投票をするこ
とができます。
■期間　7月9日(土)まで
土曜・日曜日も投票することがで
きます。
■時間　午前8時30分～午後8時
■会場　選挙管理委員会事務室
■持参するもの　入場券

このたびの参議院議員通常選挙から
投票できる年齢が満18歳以上になります
■投票できる方
　平成10年7月11日以前に生まれた方（投票日現在で満18歳以上）で、平
成28年3月21日までに村山市に住民登録をした方。
※平成28年3月10日以降に村山市から転出した方で、転出先の選挙人名簿
に未登録の場合は村山市で投票できます。
※村山市における住民登録の期間が3か月以上の17歳の方で、市外に転出
し、転出先において18歳になったが、転出先での住民登録期間が3か月未
満の方も村山市で投票できます。

不在者投票は
各施設に申し出てください
　病院や老人ホームなどに入院・
入所中の方は不在者投票ができま
す。各施設に申し出てください。
　郵便投票証明書を持っている方
や仕事などで長期間市外に滞在す
る方などの不在者投票についての
詳細は、早めに選挙管理委員会に
お問い合わせください。

参議院議員通常選挙
「明日に届け  一緒に投票」 投票日は7月10日(日)

問合せ／選挙管理委員会事務局  ☎内線401

車
庫

視
聴
覚

セ
ン
タ
ー

武
道
館

いきいき
元気館

消防署

駐車場

市役所
選挙管理
委員会

期日前投票所
改善センター

ここ
です
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時
の
動
静
・
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

時
の
動
静

市
長
が
市
の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す

　
地
震
は
常
に
私
た
ち
の
身
近
に
あ
り
ま
す
。

　
新
潟
県
や
宮
城
県
で
発
生
し
た
よ
う
な
少
し
前
ま
で
の
地
震
は
、
地
域
限
定
的
な

要
素
が
濃
く
、
２
、
３
日
持
ち
こ
た
え
れ
ば
援
助
が
入
り
、
復
旧
に
向
け
進
み
始
め

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
被
害
が
広
範
囲
に
お
よ
び
、
こ

れ
ま
で
の
認
識
が
通
用
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
持
ち
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
間
が
格
段
に
長
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
つ
い
先
日
の
熊
本
地
震
は
そ
の
典
型
で
す
。

　
今
回
特
筆
す
べ
き
は
、
直
下
型
地
震
の
恐
ろ
し
さ
と
本
震
が
2
回
目
に
起
き
た
こ

と
、
そ
し
て
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
政
府
が
示
し
た
30
年
以
内
の
発
生
確
率
が
高

い
97
か
所
の
断
層
帯
に
熊
本
の
断
層
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
村
山
市
が
位
置
す
る
山
形
盆
地
断
層
帯
（
北
部
）
は
、
８
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で

Vol.
007

　
村
山
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
７
年
間
仙
台

で
の
生
活
を
体
験
、
再
び
村
山
市
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
い
う
名
前
で
活
動
し
ま
す
が
気
持
ち
は

「
地
元
も
っ
と
知
り
・
た
い
（
隊
）」
で
す
。

　
市
外
に
出
て
初
め
て
わ
か
っ
た
村
山
市

の
良
さ
、
そ
れ
は
自
然
の
豊
か
さ
で
あ

り
、
住
ん
で
い
る
人
の
温
か
さ
。
当
た
り

前
の
よ
う
に
育
っ
て
き
た
環
境
は
当
た
り

前
で
は
な
く
、
こ
の
土
地
な
ら
で
は
の

人
・
風
土
が
つ
く
っ
た
も
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
私
は
、
村
山
市
で
初
め
て
の
U
タ
ー
ン

協
力
隊
で
す
。
市
外
に
出
た
方
々
が
再
び

ふ
る
さ
と
・
村
山
に
戻
り
た
い
と
思
っ
た

と
き
、
安
心
し
て
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で

き
る
受
け
皿
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
先
発

隊
で
あ
る
私
の
使
命
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
勢
の
方
に
村

山
市
を
知
っ
て
も
ら
い
、
す
ご
く
魅
力
的

な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
こ
の
仕
事
は
育
て
て
く
れ

た
地
域
へ
の
恩
返
し
。
こ
れ
か
ら
は
、
た

く
さ
ん
の
出
会
い
を
と
お
し
て
、
地
域
の

た
め
に
私
が
出
来
る
可
能
性
を
追
求
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

Vol.
16

は
じ
め
ま
し
て

　
大
山
芙
由
美
で
す

～新協力隊の自己紹介～

キーワードは
８％と0.9％ 

政
府
が
示
す
97
か
所
に
入
っ
て
い
ま
す

が
、
熊
本
は
0.9
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
地
震
は
、

い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い

ま
す
。

　
当
市
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
て
、

飲
料
水
や
食
料
の
確
保
、
そ
し
て
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
の
復
旧
な
ど
を
考
慮

し
、
1
週
間
か
ら
2
週
間
持
ち
こ
た
え

ら
れ
る
災
害
対
策
の
再
構
築
に
取
り
組

む
方
針
で
す
。

4月に実施した防災訓練の様子
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表
彰
者
紹
介
・
生
活
福
祉
情
報
・
国
民
年
金
情
報

表彰者のみなさんをご紹介します｡
受賞、おめでとうございます!

　
視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や
目
の

見
え
方
に
不
安
が
あ
る
方
を
対
象
に
、

日
常
生
活
や
学
習
に
関
す
る
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
9
月
7
日
（水）

　
相
談
時
間
は
1
時
間
か
ら
1
時
間
30

分
程
度
の
予
定
で
す
。
相
談
開
始
時
間

は
、
申
込
み
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
場

　
村
山
総
合
支
庁
北
庁
舎
５
０
１
会
議
室

対
象
者

　
矯
正
視
力
が
0.3
未
満
の
方
、
眼
位
に

異
常
が
あ
る
方
（
斜
視
）
、
視
野
狭

窄
、
眼
球
振
と
う
な
ど
を
患
っ
て
い
る

方
、
そ
の
他
、
目
に
関
す
る
こ
と
で
日

常
生
活
や
学
習
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

方
お
よ
び
保
護
者

主
催
　
県
立
山
形
盲
学
校
相
談
・
支
援
室

申
込
期
限
　
7
月
15
日
（金）

申
込
先
　
福
祉
課
生
活
福
祉
係

■
問
合
せ
／

福
祉
課
生
活
福
祉
係  

☎
内
線
147

生
活
福
祉
情
報

国
民
年
金
情
報

ア
イ
・
サ
ポ
ー
ト
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

防犯功労表彰県観光物産事業功労表彰
　5月24日に山形市で行われた県
防犯協会連合会定時総会と、5月
25日に東根市で行われた村山地
区防犯協会連合会総会の席上で、
長年防犯活動に貢献された次の方
へ表彰状が贈呈されました。
■県防犯協会連合会長・警察本部
　長連盟表彰
　菊池　茂さん（楯岡）
■村山地区防犯協会連合会長・
　警察署長連盟表彰
　戸田　紘義さん（楯岡）
　滝田　文男さん（西郷）

　6月10日、山形市で行われた県
観光物産協会通常総会の席上で、
次の方へ表彰状が贈呈されました。
■細谷　勝雄さん（戸沢）
　観光物産展での徳内ばやし披露
など、観光事業に対する長年の協
力が評価されました。

　5月28日、山形市で行われた第
53回県民芸術祭表彰式で、次の
団体へ表彰状が贈呈されました。
■村山市書道会（齋藤湖舟会長）
　市芸術祭書道展での積極的な活
動が評価されました。

平
日
手
続
き
時
間
延
長

　
寒
河
江
年
金
事
務
所
で
は
、
平
日
、

開
所
時
間
内
で
の
手
続
き
が
難
し
い
方

の
た
め
に
、
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
翌
日
以
降
の
開
所
日
初

日
）
の
時
間
を
午
後
7
時
ま
で
延
長
し

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

休
日
開
所
日

　
毎
月
第
2
土
曜
日
は
、
午
前
9
時
30

分
か
ら
午
後
4
時
ま
で
受
付
を
し
て
い

ま
す
。
平
日
時
間
が
取
れ
な
い
よ
う
な

場
合
は
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
の
際
は
、
寒
河
江
年
金
事
務
所

へ
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
定
例
年
金
相
談

　
寒
河
江
年
金
事
務
所
へ
ご
希
望
の
時

間
を
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日
　
7
月
8
日
(金)

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場
　
市
商
工
会
館

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７
(84)
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係  

☎
内
線
113

寒
河
江
年
金
事
務
所
の
平
日
手
続
き

時
間
延
長
と
休
日
開
所
日

県民芸術祭優秀賞
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職
員
採
用
試
験
案
内

職員採用試験案内
平成28年度村山市職員採用試験

申込み・問い合わせ
〒995-8666　村山市中央一丁目3番6号
村山市総務課職員係  ☎内線215　
ホームページ　http://www.city.murayama.lg.jp/

受験申込受付期間と時間
期間　7月4日(月)～8月5日(金)　消印有効
時間　午前8時30分～午後5時15分
※土曜・日曜日、祝日を除きます。ただし、7月31日
のみ、午前8時30分から午後0時30分までの日曜市
役所の際に1階市民環境課で受け付けます。

試験区分・採用予定者数
・初級行政1　若干名
・初級行政2　若干名
・初級土木　  若干名
・消防　　　  若干名
※申込みできる試験区分は1つに限ります。
※申込み後に試験区分の変更はできません。

試験日時・試験会場・試験種目
■第1次試験　
期日　9月18日(日)
会場　農村環境改善センター
時間　教養試験：午前10時～正午
　　　適応性検査（初級行政・初級土木）：午後1時
　　　～1時20分
　　　適正検査（消防）：午後1時～1時20分
　　　専門試験（初級土木）：午後1時30分～3時
■第2次試験　
期日　10月下旬
種目　作文試験、人物試験（集団面接・個別面接）、

体力試験（消防のみ）
※詳細は第1次試験合格者に通知します。

受験資格
　住所要件は問いませんが、採用後、本市に居住で
きる方が対象です。
・初級行政1
　昭和62年4月2日から平成11年4月1日までに生
まれた方で、平成29年3月末日までに高校を卒業
する見込みの方
・初級行政2
　昭和62年4月2日から平成11年4月1日までに生ま
れた方で、初級行政1の資格要件に該当しない方
・初級土木・消防
　昭和62年4月2日から平成11年4月1日までに生
まれた方

受験申込み
・受験申込書に必要事項を記入し、総務課（市役所2
階）へ提出してください。
・受験申込書は総務課および日曜市役所で交付しま
す。郵便で請求するときは、封筒の表に「受験申
込書請求」と朱書きし、82円切手を貼ったあて先
明記の返信用封筒（長形3号）を同封してくださ
い。
※受験申込書は市ホームページからダウンロードす
ることもできます。
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職
員
採
用
試
験
案
内

受験申込受付期間と時間
期間　7月1日(金)～8月5日(金)
　　　※土曜・日曜日、祝日を除く
時間　午前8時30分～午後5時15分

平成28年度東根市外二市一町共立衛生処理組合職員採用試験

平成28年度北村山公立病院職員採用試験

募集職種と採用予定人数
・初級行政　1名　　・技能労務　1名

試験日・試験会場・試験種目
■第1次試験　期日　9月18日(日)
会場　東根市外二市一町共立衛生処理組合
・初級行政　教養試験：午前10時～正午
　　　　　　適応性検査：午後1時～1時20分
・技能労務　教養試験：午前10時～11時30分
　　　　　　労務適正検査：午後1時～2時

受験資格
　平成28年5月31日以前から、村山市、東根市、天
童市、河北町に住所を有し、居住している方（就学、
就職のため転出している方を含む）
■初級行政
平成3年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた方
■技能労務
昭和61年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた
方で、平成29年9月30日までに普通自動車運転免許
（オートマチック限定不可）を取得見込みの方

受験申込み
　受験申込書は共立衛生処理組合総務課で交付しま
す。また、郵便での請求、ホームページからダウン
ロードすることもできます。

申込み・問い合わせ
〒999-3775　東根市大字野田字シタ2038番地
東根市外二市一町共立衛生処理組合総務課庶務企画係  ☎(47)1321　ホームページ  http://www.kurinpia.or.jp

受験申込受付期間と時間
期間　7月1日(金)～8月8日(月)
　　　※土曜・日曜日、祝日を除く
時間　午前8時30分～午後5時15分

募集職種と採用予定人数
・助産師　若干名　　　 ・看護師　8名
・臨床工学技士　1名　  ・行政職（上級）　1名
・社会人経験(行政)　若干名

試験日・試験会場・試験種目
■第1次試験　期日　9月18日(日)
会場　北村山公立病院
・助産師・看護師　看護師適正検査：午前10時～10時50分
・臨床工学技士・行政職（上級）
　教養試験・一般性格診断検査：午前10時～午後0時50分
・社会人経験（行政）
　基礎試験：午前10時～正午
■第2次試験　1次試験合格者に直接通知します。

受験資格

申込み・問い合わせ
〒999-3792　東根市温泉町二丁目15番1号
北村山公立病院経営管理課総務係  ☎(42)2111　ホームページ http://www.hosp-kitamurayama.jp

受験申込み
　受験申込書は北村山公立病院経営管理課で交付し
ます。また、郵便での請求、ホームページからダウ
ンロードすることもできます。

　有資格者または平成29年5月末日までに取得見込
みの方（行政職、社会人経験者を除く）。
■助産師・看護師　昭和56年4月2日以降に生まれた方
■臨床工学技士　昭和61年4月2日以降に生まれた方
■行政職（上級）
昭和61年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた方で
大学卒業者または平成29年3月末日まで卒業見込みの方
■社会人経験（行政）
昭和56年4月2日以降に生まれた方で、民間企業、
国・地方公共団体等の職員として平成28年7月1日
現在で7年以上（うち、同一職場で3年以上）の勤務
経験があり、勤務経験を病院業務にいかせる方。な
お、傷病・育児休暇などの休業期間が1か月以上ある
場合は、その休業期間を除きます。

■第2次試験　1次試験合格者に直接通知します。
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子
育
て
応
援
情
報

ひだまり保健室
小学校入学前までのお子さん対象
　お子さんの身長・体重測定がで
きます。測定結果はカードにして
お渡しします。
■期日　7月7日(木)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ぐんぐんの「わくわく広場」
保育施設など入所前の親子対象
　平成25年4月2日以降に生まれ
たお子さんの子育て・孫育てを
している方の遊びや集いの広場で
す。ぐんぐんの職員とふれあい遊
びや手遊びを一緒に楽しみましょ
う。身長・体重測定もできます。
■期日　7月25日(月)　
■時間　午前10時～11時
■会場　戸沢保育園
問子育て支援センターぐんぐん
 　☎(56)2002

※子育て支援センターぐんぐん
は、平成28年4月から(福)敬愛
信の会へ業務を委託しています。

ほっとカフェ
▶事前にお申し込みください

子育て・孫育て中の方ならどなたでも
　子育てや孫育てについてお話し
できるカフェです。お子さんと一
緒でなくても、地域の協力者でも
参加できます。参加費無料。
■期日・会場
7月12日(火)大倉地域市民センター
7月19日(火)西郷地域市民センター
■時間　午前10時～11時30分
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

子育て子育て応援情報応援情報
～交流イベント・講座情報～

Babyママカフェ
▶事前にお申し込みください

平成27年6月以降生まれの赤ちゃ
んとママが対象
　妊娠している方も参加できま
す。アルバムづくりを行いますの
で、好きな写真を数枚持参してく
ださい。希望者には、赤ちゃんの
身長・体重測定も行います。
■期日　7月22日(金)
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■参加費　100円
■定員　18組
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ファミサポくらぶ
▶事前にお申し込みください

小学校入学前までの親子対象
　音楽遊びを楽しんだ後、スタッ
フ手作りの夏野菜カレーを一緒に
食べましょう。参加費無料。
■期日　7月15日(金)
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■定員　20組
■持ち物　白ご飯・飲み物
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ぐんぐん広場
小学校入学前までの親子対象
　子育てや孫育てをしている方の
遊びや集いの広場です。どこの地
域の方でもお気軽にお越しくださ
い。持参したお弁当を会場内で交
流しながら食べることもできます。
■期日　7月16日(土)、30日(土)
■時間　午前9時30分～正午
■会場　戸沢保育園
問子育て支援センターぐんぐん
 　☎(56)2002

屋内の遊び場として開放
保育施設など入所前の親子対象
■期日・会場・時間
・7月19日(火)ちぐさ児童センター
　午前9時～11時
・7月19日(火)大高根児童センター
　午前8時30分～10時30分
・7月22日(金)冨本児童センター
　午前9時～11時
・7月26日(火)袖崎児童センター
　午前8時30分～10時30分
問子育て支援課  ☎内線163

子育て応援室「すくすく」
子育て・孫育て中の方ならどなたでも
　子育てに関することをゆっくり
お話しできる場です。子育て支援
コーディネーターが子育て支援の
情報提供も行います。
■期日　7月26日(火)
■時間　午前9時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

おたんじょう手形
プレゼント
小学校入学前までのお子さん対象
　7月生まれのお子さんに記念の
手形をプレゼントします。
■期日　7月27日(水)
■時間　午前10時30分まで受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問ポポーのひろば  ☎(53)0901

ぐんぐんの「出前保育」
保育施設など入所前の親子対象
　ぐんぐんの職員と一緒に、体操
や手遊びなどを楽しみましょう。
保育施設の園児との交流や工作、
おやつの時間もあります。
■期日と会場
7月11日(月)　袖崎児童センター
8月  3日(水)　戸沢保育園
■時間　午前9時30分～11時30分
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

モ
チ
キ
ビ
ご
飯
た
も
や
ま
工
房

  

草
木
庵

住所：櫤山113-1　電話：55-7522　営業時間：午前11時～午後4時　定休日：火曜・水曜・木曜日　

次回は、松田さんがお薦めのあいかも会館（大倉）を取材します。

　
大
倉
地
域
行
川
地
区
に
あ
る
「
た
も

や
ま
工
房
草
木
庵
」
は
、
農
産
物
加
工

品
な
ど
の
直
売
も
行
っ
て
い
る
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
で
す
。
店
長
の
松
田
節
子
さ

ん
（
大
倉
）
は
平
成
15
年
に
生
ま
れ

育
っ
た
大
倉
に
戻
り
、
夫
婦
で
農
業
を

始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
飯
田
地
区

に
あ
っ
た
母
の
実
家
の
古
民
家
を
移
築

し
、
直
売
所
と
し
て
店
を
開
業
。
そ
の

後
、
仕
事
で
も
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
夫

正
幸
さ
ん
を
亡
く
し
ま
し
た
が
、
平
成

26
年
に
正
幸
さ
ん
と
の
長
年
の
夢
だ
っ

た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
草
木
庵
で
は
、
旬
の
野
菜
を
使
っ
た

村
山
な
ら
で
は
の
料
理
を
お
膳
で
提
供

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
必
ず
入
っ
て

い
る
一
品
が
「
モ
チ
キ
ビ
ご
飯
」
で

す
。
黄
色
の
小
さ
な
雑
穀
モ
チ
キ
ビ
を

市
場
に
ほ
と
ん
ど
出
回
ら
な
い
米
「
さ

わ
の
は
な
」
と
一
緒
に
炊
き
あ
げ
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
松
田
さ
ん
が
大
倉
で
育

て
た
も
の
で
す
。
「
さ
わ
の
は
な
」
は

淡
白
で
甘
み
が
あ
る
の
が
特
長
で
、
粘

り
の
強
い
モ
チ
キ
ビ
と
好
相
性
。
炊
き

た
て
を
い
た
だ
く
と
、
香
り
が
良
く
モ

チ
モ
チ
し
た
食
感
で
、
素
材
の
味
を
生

か
し
た
素
朴
な
田
舎
料
理
に
ぴ
っ
た
り

で
し
た
。
天
気
の
良
い
日
は
店
内
の
窓

か
ら
葉
山
が
一
望
で
き
る
の
も
魅
力
で

す
。
趣
の
あ
る
店
内
は
、
ゆ
っ
く
り
静

か
に
時
間
が
流
れ
、
そ
の
雰
囲
気
が
料

理
を
さ
ら
に
お
い
し
く
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
評
判
が
人
伝
い
に
広
が
り
、
草
木
庵

に
は
市
外
か
ら
も
お
客
さ
ん
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
「
地
域
の
隠
れ
た
名
所
な
ど

を
調
べ
、
来
店
し
た
方
々
に
紹
介
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
松
田
さ
ん
。
食

事
以
外
に
も
村
山
市
の
良
い
と
こ
ろ
を

感
じ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
モ
チ
キ
ビ
ご
飯
と
と
も
に
並
ぶ
料
理

は
な
ん
と
15
種
類
。
手
打
ち
そ
ば
も
付

く
と
い
う
贅
沢
お
膳
で
す
。
食
べ
た
い

方
は
予
約
を
忘
れ
ず
に
。
わ
だ
い
の
グ

ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。

Ｒ
13

村山産業
高校

村山産業
高校

大倉地域
市民センター
大倉地域
市民センター

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発
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今
年
で
35
回
目
と
な
る
「
ふ
る
さ
と

教
育
の
森
」
を
、
6
月
7
日
か
ら
9
日

に
山
の
内
地
区
の
国
有
林
で
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
市
内
の
全
中
学
生

約
６
５
０
人
。
午
前
中
に
開
催
し
た
植

林
体
験
で
は
、
０
．
６
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
面
積
に
3
日
間
で
１
、
２
４
０
本
の

ス
ギ
と
１
４
０
本
の
ブ
ナ
を
植
栽
し
、

生
徒
た
ち
は
慣
れ
な
い
鍬
を
使
っ
て
協

力
し
な
が
ら
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
炭
焼
き
体
験
や
山
菜
探

し
、
森
の
探
検
な
ど
森
に
親
し
む
森
林

教
室
を
実
施
。
体
験
を
と
お
し
て
、
自

然
や
森
林
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。

　
5
月
28
日
、
観
光
情
報
発
信
を
目
的

に
ロ
シ
ア
の
青
年
団
10
人
が
村
山
市
を

訪
れ
ま
し
た
。
在
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
日
本

総
領
事
館
が
ロ
シ
ア
か
ら
の
観
光
客
増

の
た
め
、
ロ
シ
ア
極
東
に
近
い
北
海
道

と
東
北
に
招
い
た
も
の
で
す
。
青
年
団

は
5
月
22
日
か
ら
29
日
に
来
日
。
県
内

で
は
ロ
シ
ア
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て

い
る
山
形
市
と
村
山
市
を
中
心
に
観
光

し
、
そ
の
都
度
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
観
光
地
の
情

報
を
発
信
し
ま
し
た
。
村
山
市
で
は
居

合
道
体
験
や
郷
土
料
理
の
昼
食
、
最
上

川
美
術
館
や
東
沢
バ
ラ
公
園
の
見
学
を

楽
し
み
、
日
本
な
ら
で
は
文
化
や
美
し

い
景
色
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

森
林
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

ふ
る
さ
と
教
育
の
森

ロ
シ
ア
青
年
団
に
観
光
Ｐ
Ｒ

ま
ち
の
話
題

協力してスギの苗を植栽した植林体験

農村伝承の家で郷土料理を楽しむロシア青年団

　
読
書
推
進
の
ま
ち
と
し
て
「
読
書
シ

テ
ィ
宣
言
」
を
し
て
い
る
村
山
市
で

は
、
本
好
き
の
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
、
平
成
22
年
か

ら
毎
年
、
小
学
1
年
生
全
員
に
好
き
な

絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
5
月
24
日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
富

並
小
学
校
で
は
、
菊
地
教
育
長
が
「
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
絵
本
を
大
切
に
し
て
、

何
度
も
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、

今
年
入
学
し
た
新
1
年
生
7
名
へ
絵
本

を
手
渡
し
ま
し
た
。
本
を
受
け
取
っ
た

児
童
た
ち
は
、
お
互
い
の
本
を
見
せ
あ

い
な
が
ら
、
早
速
、
本
に
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

は
じ
め
の
一
冊

夢中になって絵本を読む児童

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材
し、市民のみなさんに楽しい話題をお伝えします。

1828.7.1　　広報　市民の友　むらやま



　
「
居
合
道
演
武
会
」
が
6
月
12
日
、

居
合
神
社
境
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
居
合
道
の
始
祖
、
林
崎
甚
助

重
信
公
に
敬
意
を
払
い
、
生
誕
地
で
あ

る
村
山
市
に
各
流
派
が
集
結
し
、
演
武

を
披
露
し
た
も
の
で
す
。
林
崎
甚
助
重

信
公
が
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
川
越
市

で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
演
武
会
に
、

村
山
市
の
夢
想
神
伝
流
が
参
加
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
実
現
し
ま
し
た
。

　
演
武
会
に
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
7

流
派
の
剣
士
27
人
が
参
加
。
流
派
の
代

表
者
は
、
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気
の

中
、
稽
古
で
鍛
え
た
心
と
技
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

全
国
の
剣
士
に
よ
る
居
合
演
武

ま
ち
の
話
題

　
今
年
で
10
年
目
と
な
る
「
さ
く
ら
ん

ぼ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
事
業
を
、
6
月
13
日

か
ら
7
月
1
日
ま
で
の
日
程
で
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
ク

ア
ハ
ウ
ス
碁
点
に
滞
在
し
な
が
ら
サ
ク

ラ
ン
ボ
の
収
穫
作
業
や
箱
詰
め
作
業
な

ど
を
手
伝
う
も
の
で
、
報
酬
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
宿
泊
代
金
を
サ
ク
ラ
ン
ボ
農

家
が
負
担
し
ま
す
。
永
澤
克
恵
さ
ん

（
戸
沢
）
の
園
地
で
は
、
6
月
13
日
か

ら
3
日
間
、
大
森
登
喜
枝
さ
ん
、
い
づ

み
さ
ん
親
子
（
仙
台
市
）
が
作
業
を
手

伝
い
ま
し
た
。
2
人
で
参
加
す
る
の
は

3
回
目
と
あ
っ
て
、
慣
れ
た
手
つ
き
で

作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
6
月
12
日
、
第
54
回
葉
山
市
民
登
山

を
開
催
し
、
村
山
山
岳
会
と
大
高
根
山

岳
会
の
協
力
の
も
と
参
加
者
70
人
が
頂

上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
岩
野
と
山
の
内
か
ら
登
る

２
コ
ー
ス
。
例
年
は
残
雪
を
踏
み
し
め

て
の
登
山
と
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
雪

解
け
が
早
く
、
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
に
も

全
く
雪
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら

に
当
日
の
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
例
年
よ

り
も
早
く
登
頂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
頂
上
で
は
、
す
ば
ら
し
い
景
色
を
眺

め
な
が
ら
全
員
で
万
歳
三
唱
を
行
い
、

お
互
い
の
登
頂
を
祝
福
し
ま
し
た
。

頂上付近から見える美しい景色を楽しむ参加者

さ
く
ら
ん
ぼ
サ
ポ
ー
タ
ー
が

忙
し
い
農
家
を
お
手
伝
い

第
54
回
葉
山
市
民
登
山

作業を行う大森登喜枝さん（右）、いづみさん（左）親子

日頃の鍛錬の成果を披露する剣士のみなさん

　
6
月
18
日
、（
公
社
）
村
山
青
年
会

議
所
（
星
川
務
理
事
長
）
の
創
立
40
周

年
を
記
念
し
た
「
よ
る
の
バ
ラ
ま
つ

り
」
が
東
沢
バ
ラ
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
と
と
も
に
ま
つ

り
を
つ
く
り
上
げ
、
感
動
を
共
有
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。
野
外
音
楽
堂
で
は
、
市
内
飲
食

店
な
ど
に
よ
る
出
店
が
並
ん
だ
ほ
か
、

村
山
産
業
高
校
「
又
新
連
」
の
徳
内
ば

や
し
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
園
内
で
は
、
市
内
の
小

学
生
が
作
成
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
１
、

２
０
０
個
が
、
見
ご
ろ
を
迎
え
た
バ
ラ

を
優
し
く
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

よ
る
の
バ
ラ
ま
つ
り

キャンドルの光で幻想的な雰囲気の東沢バラ公園
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お
知
ら
せ

 
午
後
1
時
〜
3
時

■
問
合
せ
／
農
林
課　
　
　

☎
内
線
253

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

　

下
水
道
の
し
く
み
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
自
然
や
環
境
の
大
切
さ
に
つ
い

て
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。
参
加
無
料
。

日
時　

8
月
4
日
（木）
午
前
9
時
〜
正
午

会
場　

村
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
大
久
保

寄
込
）

内
容　

施
設
見
学
、
顕
微
鏡
で
の
観

察
、
工
作
（
粘
土
キ
ャ
ン
ド
ル
）

対
象　

小
学
4
〜
6
年
生
と
保
護
者

申
込
期
限　

7
月
26
日
（火）　

先
着
30
組

■
問
合
せ
／
水
道
課　
　
　

☎
内
線
183

羽
毛
布
団
の
打
ち
直
し
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す

　

必
要
が
な
い
場
合
、
電
話
を
受
け
た

時
点
で
断
り
ま
し
ょ
う
。
訪
問
当
日
は

な
る
べ
く
一
人
で
対
応
せ
ず
、
契
約
す

る
際
は
内
容
を
確
認
し
、
必
ず
契
約
書

面
を
受
け
取
り
、
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
書
面
を
受
け

取
っ
て
か
ら
8
日
間
可
能
で
す
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課

消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
（55）
２
１
２
３

活
環
境
を
調
整
す
る
こ
と
な
ど
が
あ

り
、
現
在
、
村
山
市
で
は
11
名
の
方
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
福
祉
課　
　
　

☎
内
線
141

市
民
行
政
相
談

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま

す
。
予
約
不
要
。

日
時　

7
月
14
日
（木）
午
後
1
時
〜
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線
112

農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

　

今
回
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
の
み
の
回
収
で
す
。

対
象
地
域
・
回
収
場
所
・
日
時

・
楯
岡
・
西
郷
・
大
倉
・
袖
崎

　
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
広
域
配
送
セ
ン

　

タ
ー
：
7
月
14
日
（木）
午
前
9
時
〜
正

　

午
、
午
後
1
時
〜
3
時

・
大
久
保
・
冨
本
・
戸
沢
・
大
高
根

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
戸
沢
事
務
所
集

荷
場
：
7
月
15
日
（金）
午
前
9
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
〜
3
時

・
全
地
域

　

㈱
丸
公
富
並
営
業
所
：
7
月
14
日
（木）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
化
月
間

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
犯
罪
な
ど
の
な
い
地
域

社
会
づ
く
り
を
を
す
す
め
る
活
動
を
推

進
す
る
も
の
で
す
。
保
護
司
や
更
生
保

護
女
性
会
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な

が
ら
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

7
月
は
強
化
月
間
で
す
。
こ
の
機
会

に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
市
長
へ
の
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー

ジ
伝
達
式

日
時　

7
月
5
日
（火）　

午
前
9
時
〜

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
保
護
司
の
活
動

　

保
護
司
は
、
罪
を
犯
し
た
人
の
再
犯

防
止
と
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会

の
構
築
の
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い
る

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
主
な
職
務

は
、
保
護
観
察
を
受
け
て
い
る
人
に
指

導
や
助
言
を
す
る
こ
と
、
刑
務
所
や
少

年
院
に
入
っ
て
い
る
人
の
帰
住
先
の
生

市
立
図
書
館
企
画

平
家
物
語
読
本
一
挙
公
開

　

貴
重
本
を
展
示
公
開
し
ま
す
。
特
典

で
、
時
代
絵
の
ぬ
り
え
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

期
間　

7
月
1
日
（金）
〜
20
日
（水）

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

※
日
曜
・
祝
日
は
午
後
5
時
ま
で

会
場　

市
立
図
書
館

展
示
物　

元
禄
4
年
（
１
、
６
９
１
年
）

発
刊
「
平
家
物
語
読
本
」
全
12
巻

「
現
代
版
平
家
物
語
」
各
種

■
問
合
せ
／
市
立
図
書
館☎

（55）
２
８
３
３

市
民

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

市平
家

羽ト
ラ

社強
化

夏
休

農
業
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お
知
ら
せ

日
本
の

心
を残
す地元すまいの

専
門
店
事
務
所
は
ボ
ロ
い

が
腕は一流！地元

に根

づ
く
職
人
仕
事
と

塗り替え専門店

山形県知事許可（般－9）第300234号

㈲イトウ装建

村山市楯岡笛田四丁目6-22

見積
無料

詳しくはホームページをご覧ください。

迅速丁寧・低料金で高品質

イトウ塗装店
0237－55－2886☎

全 工 事

自 社 責 任 施 工
地域密着真心対応
自 社 責 任 施 工
地域密着真心対応

イトウ装建 で検索

屋根・外壁屋根・外壁

広
告

広
告

困
り
ご
と
・
相
談

不
動
産
無
料
相
談

　
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時
　
7
月
13
日
（水）
午
前
10
時
〜
正
午

※
受
付
は
午
前
11
時
ま
で

会
場
　
甑
葉
プ
ラ
ザ
1
階
市
民
の
部
屋

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会

　
　
☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

日
時
　

第
1
種
　
8
月
30
日
（火）
〜
9
月
1
日
（木）

第
2
種
　
9
月
6
日
（火）
〜
8
日
（木）

時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

会
場
　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）

受
付
期
間
　
7
月
11
日
（月）
〜
8
月
3
日
（水）

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
県
消
防
設
備
協

会
　
　 

☎
０
２
３（
６
２
９
）８
４
７
７

電
子
マ
ネ
ー
詐
欺
に
注
意

　
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金
な
ど
を
名
目

に
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
式
電
子
マ

ネ
ー
で
支
払
い
を
求
め
る
特
殊
詐
欺

「
電
子
マ
ネ
ー
詐
欺
」
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
す
る
と
き

は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
村
山
警
察
署
☎

（52）
０
１
１
０

認
知
症
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
村
山

「
地
域
で
さ
さ
え
よ
う
認
知
症
」

　
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
　
7
月
23
日
（土）

会
場
　
甑
葉
プ
ラ
ザ
甑
葉
ホ
ー
ル

時
間
・
内
容
　

午
後
1
時
〜
・
介
護
福
祉
用
具
展
示
、

介
護
・
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
認
知
症

予
防
体
操
、
認
知
症
カ
フ
ェ

午
後
3
時
〜
・
講
演
「
認
知
症
患
者
へ

の
動
物
介
在
療
法
の
導
入
」
「
心
の
声

が
聴
こ
え
ま
す
か
？
」

■
問
合
せ
／
（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（53）
９
１
２
３

レ
デ
ィ
ー
ス
そ
ば
打
ち
教
室

第
12
期
生
募
集

　
女
性
対
象
の
そ
ば
打
ち
教
室
で
す
。

日
時
・
内
容

・
7
月
10
日
（日）
　
午
後
3
時
〜

　
開
講
式
、
そ
ば
打
ち

・
8
月
7
日
（日）
　
午
後
3
時
〜

　
そ
ば
打
ち
、
そ
ば
の
揚
げ
物
・
焼
き
そ
ば

・
9
月
4
日
（日）
　
午
後
3
時
〜

　
そ
ば
打
ち
、
か
ん
た
ん
そ
ば
が
き

・
10
月
9
日
（日）
　
午
後
3
時
〜

　
閉
講
式
、
そ
ば
打
ち
、
ギ
ョ
ウ
ザ

不
動

消
防

市
以
外
か
ら
の
お
知
ら
せ

認「地

資
格
・
試
験

催
し
・
そ
の
他

レ第
12

電
子
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お
知
ら
せ

会
場　

農
村
伝
承
の
家

参
加
費　

３
、
０
０
０
円
（
全
4
回
分
）

定
員　

先
着
20
名

申
込
期
限　

7
月
5
日
（火）

■
問
合
せ
／
農
村
文
化
保
存
伝
承
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
３
２
７
７

伝
承
館
Ｄ
Ｅ
フ
レ
ン
チ

　

村
山
市
産
そ
ば
粉
を
使
っ
て
、
フ
ラ

ン
ス
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
の
郷
土
料
理

ガ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
地
元
産
の
野
菜
と

あ
わ
せ
ま
す
。
定
員
20
名
。

日
時　

8
月
7
日
（日）　

午
前
10
時
〜

会
場　

農
村
伝
承
の
家

受
講
料　

２
、
０
０
０
円

申
込
期
限　

7
月
17
日
（日）

■
問
合
せ
／
農
村
文
化
保
存
伝
承
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
３
２
７
７

や
ま
が
た
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
・
プ
レ

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
in
ひ
が
し
ね

　

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。
参

加
無
料
。
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

期
日　

7
月
18
日
（
月
・
祝
日
）

時
間　

午
後
0
時
45
分
〜
3
時
40
分

会
場　

さ
く
ら
ん
ぼ
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン

タ
ー
（
東
根
市
）

■
問
合
せ
／
東
根
市
子
育
て
健
康
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（43）
１
１
５
５

夏
の
お
う
た
で
遊
ぼ
う

　

0
歳
か
ら
3
歳
の
お
子
さ
ん
が
対
象

で
す
。
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
一
緒

に
歌
っ
て
踊
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
体
験
で
き
ま
す
。

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日　

7
月
4
日
（月）

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　
ア
ク
ト
ザ
ー
ル
Ｍ
（
楯
岡
十
日
町
）

参
加
費　

1
家
族
１
、
０
０
０
円
（
お

茶
・
お
菓
子
付
）

定
員　

20
組

■
問
合
せ
／
マ
マ
と
う
た
う
会
（
二
瓶
）

　

☎
０
８
０（
３
３
３
４
）７
７
２
９

無
料
ゴ
ル
フ
実
践
教
室

　

小
中
学
生
を
含
め
た
初
心
者
の
た
め

の
ゴ
ル
フ
教
室
で
す
。
道
具
の
無
料
貸

し
出
し
も
行
い
ま
す
。
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
20
名
。

期
日
・
会
場

7
月
24
日
（日）　

金
谷
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

7
月
31
日
（日）　

金
谷
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

8
月
11
日
（
木
・
祝
日
） 

さ
く
ら
ん
ぼ

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

集
合
時
間　

午
後
3
時
40
分

■
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　

☎
（53）
３
３
１
１

介
護
家
族
の
会

　

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

期
日　

7
月
16
日
（土）

時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
介
護
家
族
の
会
（
工
藤
）

☎
０
９
０（
２
８
４
４
）１
１
５
０

ロ
ー
ズ
む
ら
や
ま

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

介
護
老
人
保
健
施
設
ロ
ー
ズ
む
ら
や

ま
の
利
用
者
に
、
歌
や
踊
り
、
合
奏
な

ど
の
発
表
や
、
手
芸
作
品
、
盆
栽
な
ど

の
展
示
を
行
う
団
体
や
個
人
を
募
集
し

ま
す
。
学
校
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
発
表

の
場
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
／
ロ
ー
ズ
む
ら
や
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（52）
３
０
２
０

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

7
月
の
訓
練
予
定

即
自
訓
練
＝
1
日
（金）
〜
3
日
（日）
、
離
着

陸
訓
練
＝
9
日
（土）
〜
13
日
（水）
、
16
日
（土）

〜
20
日
（水）
、
23
日
（土）
〜
27
日
（水）
、
30
日

（土）
、
31
日
（日）
、
練
成
訓
練
＝
11
日
（月）
〜

13
日
（水）
、
航
空
機
誘
導
・
支
援
要
員
集

合
訓
練
＝
11
日
（月）
〜
15
日
（金）
、
レ
ン

ジ
ャ
ー
現
地
偵
察
＝
19
日
（火）
〜
22
日

（金）
、
81
Ｍ
・
１
２
０
Ｍ
縮
射
射
撃
＝
25

日
（月）
、
26
日
（火）

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（48）
１
１
５
１

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

7
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

■
日
時
、
対
戦
相
手

7
月
3
日
（日）　

午
後
6
時
〜
、
レ
ノ

フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ

7
月
6
日
（水）　

午
後
7
時
〜
、
ロ
ア
ッ

ソ
熊
本

7
月
20
日
（水）　

午
後
7
時
〜
、
ジ
ェ
フ

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉

7
月
24
日
（日）　

午
後
6
時
〜
、
フ
ァ
ジ

ア
ー
ノ
岡
山

伝
承

無
料

自7
月

やフ
ェ

ロボ
ラ

介
護

夏
の
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道の駅「むらやま」
農 産 物 直 売 所

『まごころ広場』

私たちと一緒に活動しませんか？

お問い合わせ

☎ 080-1816-0246

　地元農家の安全で新鮮なおいし
い野菜・果物等を取り扱っており
ます。これからの季節は朝採りの
瑞々しい葉物野菜・甘くてジュー
シーな夏の果物を豊富に取り揃え
ております。直売所ならではの鮮
度と安全・安心な農産物です。ぜ
ひご利用ください。

会員・レジスタッフ 募集中！

※地方発送も承っています。

これからは
 　「すいか・メロン」
　　　 　　　の季節です。

これからは
 　「すいか・メロン」
　　　 　　　の季節です。

広
告

広
告

お
知
ら
せ

MURAYAMA HotNews

　音楽、ダンス、サークル発表会、伝統芸能など、ジャンルは問いま
せん。観客の皆さんと一緒に楽しめるすてきな演出をお待ちしています。
日時　①8月19日(金)　午後4時～5時の間の15分
　　　②8月20日(土)　午後3時～5時の間の15分
　　　③8月21日(日)　午後1時30分～2時10分の間の15分
　　　※参加数により時間帯の変更あり
会場　むらやま徳内まつり特設ステージ（楯岡五日町ふれあい広場）
応募方法　申込書に記入のうえ、むらやま徳内まつり振興会（商工観

光課内）まで提出してください。申込書は商工観光課で配
布しています。ホームページからダウンロードすることも
できます。

応募締切　7月15日(金)　午後3時まで
注意事項　・雨天時は徳内まつり実行委員会の判断により中止になる

場合があります。
・当日リハーサルはできませんのでご了承ください。

　　　　　・会場使用料は無料ですが、出演にかかる必要経費は出演
者負担になります。

■問合せ／むらやま徳内まつり振興会（商工観光課内） ☎内線154

むらやま徳内まつり　特設ステージ出演者募集

　高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）の申請を忘
れていませんか。申請書は、該当すると思われる世帯に送付しています。
申請期間　7月20日(水)までの平日
受付時間　午前8時30分～午後5時15分
申請場所　福祉課窓口、各地域市民センター
　　　　　※郵送による申請も可能です。
支給対象者　平成27年1月1日時点で住民票が村山市にあり、平成27

年度市民税が非課税の方のうち、平成28年度中に65歳
以上となる方。ただし、課税者の扶養となっている場合
や生活保護の受給者は除きます。

支給額　1人につき30,000円
注意　高齢者向けの給付金を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の

詐取」にご注意ください。市や厚生労働省などがATMの操作を
お願いしたり、手数料などの振込みを求めたりすることは絶対
にありません。

■問合せ／福祉課  ☎内線142

年金生活者等支援臨時福祉給付金の申請について

　箱舟にのってじゅんさい沼を往復する速さを競うレースへの参加者
を募集します。こぐことで沼に酸素が送られ、良質のじゅんさいが収
穫できるようになります。
日時　8月6日(土)　午前9時～
参加費　2,500円（昼食代込）
申込期限　7月22日(金)　定員　70名
■問合せ／（一社）市観光物産協会  ☎(53)1351

じゅんさい沼箱舟レース参加者募集
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※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（6月1日現在)：25,326人　男：12,254人　女：13,072人　世帯数：8,230戸
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大
久
保
小
学
校

　
一
輪
車
で

　
　
運
動
能
力
の
向
上
を

　
大
久
保
小
学
校
は
、
校
舎
改
築
の
た
め
、
平
成

25
年
4
月
か
ら
26
年
11
月
に
か
け
て
、
戸
沢
小
学

校
に
一
時
移
転
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
子
ど

も
た
ち
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
登
下
校
し
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
徒
歩
通
学
し
て
い
た
こ
ろ
と
比

べ
る
と
、
体
力
そ
し
て
運
動
能
力
の
向
上
が
課
題

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
小
学
生
は
体
を
つ
く
る
大
事
な
時
期
で
す
。
新

校
舎
へ
の
移
転
後
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
・
運
動

能
力
の
向
上
、
何
よ
り
運
動
好
き
な
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
た
め
、
一
輪
車
20
台
を
整
備
し
ま
し

た
。
27
年
10
月
に
は
、
鉄
棒
や
う
ん
て
い
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
遊
具
が
あ
る
校
舎
前
庭
も
完
成
。
学

校
後
援
会
な
ど
か
ら
の
協
力
を
得
て
、
一
輪
車
の

練
習
用
ポ
ー
ル
も
設
置
し
、
一
輪
車
は
大
人
気
の

遊
具
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
一

輪
車
乗
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
下
校
後
や
土
曜

日
、
日
曜
日
に
も
学
校
に
来
て
、
一
輪
車
に
乗
っ

て
い
る
子
ど
も
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。
ほ
か

の
遊
具
を
使
っ
た
積
極
的
な
外
遊
び
も
増
え
、
今

年
度
か
ら
、
外
遊
び
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
中

間
休
み
を
５
分
間
延
長
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
外
遊
び
の
種
類
を
増

や
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
運
動
好
き
な
子
ど
も
の
育

成
、
そ
し
て
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
に
学
校
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。


	村山市報’07.01 1
	村山市報’07.01 2
	村山市報’07.01 3
	村山市報’07.01 4
	村山市報’07.01 5
	村山市報’07.01 6
	村山市報’07.01 7
	村山市報’07.01 8
	村山市報’07.01 9
	村山市報’07.01 10
	村山市報’07.01 11
	村山市報’07.01 12
	村山市報’07.01 13
	村山市報’07.01 14
	村山市報’07.01 15
	村山市報’07.01 16
	村山市報’07.01 17
	村山市報’07.01 18
	村山市報’07.01 19
	村山市報’07.01 20
	村山市報’07.01 21
	村山市報’07.01 22
	村山市報’07.01 23
	村山市報’07.01 24

